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過年度有価証券報告書等の監査に関するお知らせ  
 

当社は 2025 年５月 15 日付「2025 年９月期半期報告書の提出期限延長に係る承認申請書提出のお知らせ」

にて公表しておりますように、過年度の決算を含む会計処理の適切性を検証する必要が生じておりますが、当

該検証及び訂正監査が生じた場合の監査対応について、本日開催の監査等委員会において、HLB Meisei 有限責

任監査法人との監査受託契約の締結を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 
１．過年度の有価証券報告書等の監査について 

（１）就任年月日 

2025 年７月４日 

 

（２）就任する公認会計士等の概要 

① 名 称 HLB Meisei 有限責任監査法人 

② 所 在 地 
東京都台東区元浅草３丁目７番１号  

住友不動産上野御徒町ビル９階 
 

③ 業 務 執 行 社 員 の 氏 名 武田 剛、吉田 隆伸 

④ 
公認会計士法に基づく上場会社等 

監 査 人 登 録 制 度 へ の 登 録 状 況 
登録されております。 

 

（３）１.（２）に記載する者を公認会計士等とした理由 

HLB Meisei 有限責任監査法人を選任した理由は、会計監査人としての専門性、独立性、監査品質を具備

するとともに、監査体制の適切性を有し、会計監査が適正かつ妥当に行われることを確保する体制を整え

ており、さらに同法人の監査法人としての監査実績及び 2021 年９月期第２四半期から 2024 年９月期まで

当社の監査を行っていただいたこと等を総合的に勘案した結果、当社監査等委員会は、上記監査法人が過

年度の決算における会計処理の適切性の検証及び訂正監査が生じた場合の監査対応を行う公認会計士等

として適任であると判断し、当社の公認会計士等として適任と判断したためであります。 

 

（４）公認会計士等を選任するに至った理由及び経緯 

当社は、2025 年５月 15 日付「2025 年９月期半期報告書の提出期限延長に係る承認申請書提出のお知ら

せ」にて公表しておりますとおり、過年度を含む会計処理の適切性を検証する必要が生じておりました。 



 

 
 

そこで、HLB Meisei 有限責任監査法人との間で、過年度の決算における会計処理の適切性の検証及び

訂正監査が生じた場合の監査対応の受嘱に関して協議を進め、本日、監査受託契約の締結に至りました。 

なお、2025 年９月期の監査については、可及的速やかに一時会計監査人の選任を行うべく手続を進め

ており、一時会計監査人が決まり次第、速やかにお知らせいたします。 

 

２.今後の見通しについて 

当社は、2025 年５月８日付「特別調査委員会の設置及び 2025 年９月期第２四半期（中間期）の決算発

表延期に関するお知らせ」で公表しておりますとおり、外部からの指摘を受け、周辺サービス事業におけ

る配膳ロボットに関する売上計上についての一部疑義を認識し、これに対する調査を目的とした特別調査

委員会を設置いたしました。また、その後、外部から追加の指摘を受け、2022 年に売却したホテルについ

て外部販売として計上しているものにかかる疑義等についても、特別調査委員会の調査事項とされており

ます。調査の終了時期については、2025 年５月 15 日付「2025 年９月期半期報告書の提出期限延長に係る

承認申請書提出のお知らせ」にて公表しておりますとおり、2025 年６月中旬を予定しておりました。しか

し、特別調査委員会による調査、検証に時間を要しており、現在は７月中旬の調査終了を予定しておりま

す。今後は、特別調査委員会による調査結果を踏まえ、2025 年９月期半期報告書及び訂正が必要と判断さ

れた期間に係る過年度の訂正報告書を作成し、会計監査人による期中レビュー手続等を経て、延長後の提

出期限である 2025 年７月 24 日までに提出する予定です。 

また、2025 年９月期第２四半期(中間期)決算短信につきましても、当該半期報告書の提出期限までに公

表する予定です。 

 

株主・投資家の皆様をはじめ、お取引先および関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配をお掛けいた

しておりますことを、深くお詫び申し上げます。 

以 上 


